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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します
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東京都中央区 Q2. 2.    耐用性・信頼性（災害時の機能維持、高い耐震性）

Q3. 1.    生物環境の保全と創出（生物環境調査に基づく屋上・外構緑化）

LR1.1.    建物の熱負荷制御（外装アルミシェード、Low-eペアガラス）

LR1.2.    自然エネルギー利用（自然換気、自然採光、太陽光発電）

LR1.3.    設備システムの高効率化（LED照明、センサー制御、輻射空調）
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D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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石崎直孝／ランドスケープ：向山雅之、赤岩麻里子事務室内観
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輻射パネル表面温度の検証

アルミシェードのディテール

銀座並木通りに建つ本社旧社屋（1966 年竣工）の建替えとして、未

来に向けた新しい価値の創造と、ブランド力の強化のためのクリエイ

ティブ部門を集約した「価値創造拠点」として計画されたオフィスビ

ルである。建物は上層の５フロアを創発型のワークプレイスとし、約

14ｍ×44ｍの整形なオフィス以外に、吹抜けに面して外部人材との接

点となるクリエイティブスペースを設置した。低層には情報受発信の

ための多目的ホールや展示・ギャラリースペース、路面に飲食・物販

店舗を設け、銀座という地の利を活かすとともに地域の発展に寄与す

る用途で全館構成されている。設計デザインコンセプトを「先進性・

豊かさ・オリジン」とし、高い耐震性や環境配慮など最新エコ技術の

導入と共に、外装から内装の細部にわたるまで普遍的な自然素材を用

いながらオリジナリティの高い表現で展開し、社名の由来である「万

物資生」の精神にこだわっている。建物外装を一体で覆うアルミ

シェードは、オリジナルデザインの「未来唐草」で構成され、自然光

や視線の制御をしながら流麗な景色・インテリアを創出し、銀座の街

に新しい息吹を与え未来への予兆を感じさせる、美しい有機的な表現

を追求した。

快適な執務空間を生み出す環境技術

基準階事務室は立地条件を最大限に生かした4面採光とし、

外装アルミシェードによる日射の抑制とともにコア部にもボ

イド（光庭）を設けることで自然採光による柔らかい光環境

を創り出している。

インテリア空調には空冷ビルマルチとダンボールダクトSA

チャンバーBOXおよび天井アルミパンチング材を組み合わせ

た輻射空調方式を導入し、ドラフトを抑えた空気環境を実現

した。また、執務者の嗜好に追従するため、パーソナル吹出

口を設けPCブラウザ上でON/OFF操作を可能とし、満足度の向

上も図っている。中間期には、サッシュ両端部に設けた手動

式換気パネルからの自然換気を行うことで、室内空気環境の

向上と省エネを図れるよう配慮している。その他にもLow-e

ペアガラスや全館LED照明の採用など多様な環境技術を導入

することでCASBEE「S」クラスの第3者認証を取得している。

生物多様性に配慮した屋上庭園

屋上には、銀座周辺で行った生物環境調査に基づいた植栽計

画による屋上緑化を施し生物多様性に貢献している。また、

化粧品の原材料となる植物も植えられ、リフレッシュを兼ね

たコミュニケーションゾーンとしての利用も図っている。

アルミシェード

三次元の有機的な形状が、

近接建物からの視線制御や

それと相反する開放性の確

保、熱や光などの日射制御

（熱負荷として10％以上の

軽減）を可能にしている。
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